
愛知県における
渇水・大規模自然災害・施設の老朽化等に
対する取組状況について

第８回 豊川部会

令和６年６月５日
愛知県建設局水資源課

資料４－１



本日の説明内容

１ 愛知県の水資源の概要・フルプランエリアの水利用

の概要

２ 近年の渇水状況

３ 水供給の安全度を確保するための対策

４ 水源地域対策・教育・普及等

５ 矢作川・豊川CNプロジェクトについて
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１ 愛知県の水資源の概要・フルプランエリアの水利用の概要

●総 人 口：約748万人（2023年12月時点）全国４位

●総 面 積：約5,173ｋm2（2022年７月時点）全国27位
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➣ 主要な１級河川として、木曽川、豊川、矢作川が流下しており、木曽川及び豊川
水系については、水資源開発基本計画エリアに指定されている。

➣ 豊川水系では、宇連ダム、大島ダムに水源を確保しており、現在設楽ダム建設事
業及び豊川用水二期事業が進められている。

➣ 豊橋市、田原市など農業が盛んな地域があるため、水道用水、工業用水に比べ、
農業用水の水利用が多いのが特徴。

➣ スマート農業を見据えた次世代農業について取り組みが進められており、全国有数
の農業地帯である豊川水系は、今後も発展が大いに見込めるエリアである。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊川水系フルプランエリア水道用水の割合

ダム依存 自流水（表流水等） 地下水

➣ ダム水が約７割を占める。

➣ 地下水は約１割にとどまる。

豊川水系フルプランエリア 〇東三河地方の５市１町が対象 〇給水人口約73万人
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２ 近年の渇水状況（平成６年度以降）
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豊川水系（宇連ダム）

－水資源機構提供－

令和元年５月 宇連ダム枯渇状況

平成６年渇水時の状況

・６月から延べ131日間の節水を実施

・稲の枯れ込み、生育不良の発生（農業用水）

・一時断水、水質障害の発生（水道用水）

・回収水の強化、操業時間の短縮（工業用水）

（参考）宇連ダム貯水量状況
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有効貯水量 28,420千m3

平年値

R1

最大取水制限率
農業用水 水道用水 工業用水

平成６年度 60% 35% 60%
平成７年度 50% 30% 50%
平成８年度 45% 25% 45%
平成９年度 20% 10% 20%
平成10年度 10% 5% 10%
平成12年度 15% 10% 15%
平成13年度 43% 27% 43%
平成14年度 40% 25% 40%
平成17年度 30% 20% 30%
平成25年度 40% 28% 40%
平成26年度 5% 5% 5%
令和元年度 15% 15% 15%

年度
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３ 水供給の安全度を確保するための対策
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●愛知県庁BCP（愛知県業務継続計画）

目標指標・・・南海トラフ地震発生時における目標

農業用水：３日以内に当面必要な農業用水を確保

水道用水：２週間以内に平常給水※

工業用水：１か月以内に平常給水

●愛知県営水道地震防災対策実施計画（愛知県企業庁）

●愛知県営工業用水道地震防災対策実施計画（愛知県企業庁）

〇計画期間

➣ 平成15年度から令和12年度まで（28か年計画）

〇取組内容

➣ 施設の耐震補強、津波・停電対策など （ハード対策）

➣ 備蓄資材の管理、相互応援に関する協定（ソフト対策）

共用備蓄倉庫

応急給水支援設備

※ 愛知県企業庁が実施する水道用水供給事業の復旧目標であり、各市町村の水道事業者は４週間以内に
平常給水できるように努め、愛知県はこれを応援する。（愛知県地域防災計画）



３ 水供給の安全度を確保するための対策（愛知県企業庁）

●水道施設の耐震対策など（ハード対策）

（３）浄水場施設耐震補強（せん断補強筋）

（３）浄水場構造物の耐震補強 対象施設10施設

耐震補強完了 ➣ ５浄水場

耐震補強実施中 ➣ 5浄水場

（１）水管橋の耐震補強 基礎補強28橋、

落橋防止140橋（対象施設140橋）

耐震補強完了 ➣ 基礎補強25橋、落橋防止138橋

（１）基礎補強

（２）支援連絡管

（２）支援連絡管の整備 39か所設置済

管理境界
受水団体

県
分岐制水弁
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３ 水供給の安全度を確保するための対策（愛知県企業庁）
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●ボランティアとの連携（ソフト対策）

・ 愛水ボランティア

「大規模地震時における水道実務経験者※協力制度」に基づく活動として、大規模地震
による水道災害対策の支援を行っている。また、平時においては災害対策に関する研修
会の開催や防災訓練に参加している。

愛水ボランティア活動
（応急給水訓練）

※県営水道及び工業用水道の業務に携わった企業庁退職者により構成されている。

水道災害活動拠点
（愛知用水水道事務所尾張旭出張所）

水道災害活動拠点



３ 水供給の安全度を確保するための対策（参考）
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➣ 愛知県の水道基幹管路の耐震適合率は約60％であり、全国的にみると高い水準にある。

➣ 浄水施設、配水池の耐震化率は、それぞれ66.1％、88.5％であり、全国平均を大きく上

回っている。（浄水施設全国平均：39.2％ 配水池全国平均：62.3％）

－厚生労働省報道発表資料「水道事業における耐震化の状況」（令和３年度）を基に愛知県で作成－
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水道基幹管路の耐震化状況（令和３年度末時点）
各都府県の水道事業及び水道用水供給事業が有している基幹管路の状況を集計
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●あいちの農業用水展

（愛知県、水土里ネット愛知、(公財)愛知・豊川用水振興協会 共催）

＜概要＞

➣ 農業用水の歴史や先人の努力の積み重ねにより育まれてきた、

「水」の重要性について広く県民に周知し、関心を高めてもらうことを目的に、

「水の週間」の関連行事として『あいちの農業用水展』を実施

＜内容・成果＞

➣ オリジナルPRグッズとして紙扇子を作成し来場者へ配布

➣ 大規模農業用水の水源地と幹線水路を示したラバーマット等を展示

➣ いきものカード釣りやオリジナル缶バッジづくり等の体験型イベントを実施

[令和５年度実績：イオンモール岡崎で開催し、家族連れを中心に述べ６,０００点以上のグッズを配布しPR]

４ 水源地域対策・教育・普及等（愛知県農林基盤局）

PRグッズ 概要パネル ラバーマット（２m×４m）

開催状況
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●豊川用水上下流交流事業

（豊川総合用水(土)、(公財)愛知・豊川用水振興協会 共催）

＜概要＞

➣ 水源地域の子どもたちに、上流で貯えられた水が下流域でどのよう

に利用されているかを学習してもらう「上下流交流事業」を実施

＜内容・成果＞

➣ 受益地域の農産物の栽培状況の見学及び試食会を開催

➣ 調整池等の下流施設の見学会を実施

➣ 上流地域の学校に豊川用水の水についての出前授業を実施

[これまで７回開催し延べ約３５０名が参加]

４ 水源地域対策・教育・普及等（愛知県農林基盤局）

万場調整池の施設説明

水に関するクイズを実施

豊川の水により育った農産物の栽培現場見学
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５ 矢作川・豊川CNプロジェクトについて

ポータルサイトQRコード

○ 矢作川・豊川を軸とする流域において、その水の流れに着目し、カーボン

ニュートラルの実現を目指すプロジェクト。

○ 「水循環」をキーワードに流域が持つポテンシャルを最大限活用するため、

既存の枠組みにとらわれない取組の実現を目指す。

ロゴマーク
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R6.3.29 推進協議会資料

東三河地域における取組例

建設中の設楽ダムでは、供用後のみならず、
建設時もCNに配慮

・ダム放流水を利用した水力発電

・下流河川の流況の改善による
水力エネルギーのポテンシャル向上

・建設時に発生する伐採木のバイオマス活用

設楽ダム（建設中）

浄水場の大規模更新の先駆けとして
CNに最大限配慮した次世代型の浄水場
を整備

・小水力発電、太陽光発電、水素活用など
を推進

・PFIにより民間の技術力を活用

・豊橋市の小鷹野浄水場と連携推進

豊橋浄水場再整備
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～水資源を大切に～

建設局 水資源課
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